
2019年度 第 9回運営委員会議事録 

 

■ 日  時  ： 2020年 3月 16日（月） 13：30～15：30 

■ 場  所  ： サプリ村野 環境保全研修室 

■ 出席者  ： 伊丹、市山、井上、阪口、末岡、豊高、丸井、宮村、事務局 

■ 欠席者  ： 阪本、大倉（枚方市） 

■ 議  長  ： 宮村       ■議事録作成 ： 事務局 

■ 配布資料：  

・ 地球温暖化防止対策推進チーム報告、プラスチック生活アイデア募集チラシ 

・ 「環境教育部会」3月定例会報告 

・ 令和 2年 第 10回 まちづくり部会 

１．報告事項 

  ①事務局報告 

   ・会費 2 年未納の方に「会員継続のお願い」お手紙を出したところ一人支払いに来て下さった。 

  ②プロジェクトチーム・部会報告 

   ◆地球温暖化防止対策推進チーム報告 

    ・枚方市「プラごみポイ捨て０宣言」を受けて、次年度「プラ生活アイデア募集」を行う。4 月に内

容を確定し 6 月に募集開始。 

（質疑応答） 

    Q：プラスチックには様々な種類がある。その特性を踏まえると賢い使い方ができるので、そういっ

たものをお知らせするようなことをしてはどうか。 

     Ａ：ここでいる「賢くつきあう」というのは、プラでなくてもいいものにおけるプラの使用をやめ

るとか、減量につながる。 

    Q：「プラごみポイ捨て０宣言」ののぼり旗を情報コーナーに掲示してはどうか。 

      Ａ：市へ問い合わせる 

    Q：広報ひらかた 2 月号に、ボランティア表彰の記事が掲載されていた。環境表彰も同じ扱いにして

ほしい。 

Ａ：市へお願いする。 

   ◆S-EMS プロジェクトチーム報告 

     ・今年度の最終報告書を作成した。これをイーズと教育委員会へ提出する。 

     ・次年度 1 年間で PFI 事業としてのＳ－ＥＭＳ支援事業は終了する。 

（質疑応答） 

      Q：次年度以降の見通しは立っているのか 

       Ａ：いろいろな働きかけはしているが、今のところ目途は立っていない。意識啓発の継続が必

要なことは、行政も承知しているが、教育委員会との調整なども難しい状況である。 

   ◆環境教育部会 

     ・議事録通り。 

     ・次年度のくらわんか塾についての話し合いを行っている。今のところ、「担い手養成講座」とい

う事は前面にださないこと、講座を 1 日、見学を 1 日の日程とする、募集タイトルを検討する



などが決まっている。 

Q：以前のような、市の認定資格のようなものにできないだろうか 

◆公共交通部会 

  ・交野市から観光マップと交通タウンマップを作製してほしいという話がきた。 

・寝屋川市は、来年バス路線変更のため、再度全世帯向けに交通タウンマップを作製する予定。 

・枚方市土木政策課が京阪電車へお願いし、枚方市交通タウンマップを、枚方市駅においてもらえ

ることとなった。今まで 5 千部発行していたが、増刷し今回 1 万部発行することなる。 

◆自然エネルギー部会 

     ・3 月部会は中止した。 

     ・こもれび水路のモニュメントについては部会内でモニュメント設置についての考え方がまとまっ

ていない。そのため当該プロジェクトがなかなか進んでいない状況である。予算の確保も難しく、

人的パワーも足りない状況の中で、部会事業として取り組むのは困難である。 

    （意見） 

・まずは、環境ネットワーク会議として設置の必要性を再確認し、枚方市や住民への働きかけを行

うことが先決である。お金の問題は、そのあとでもいいのではないか。 

     ・現在、分散型エネルギーが求められており、それには「自然エネルギーによる発電」が適してい

る。自然エネルギーは、大変活動ニーズのある分野である。 

   ◆まちづくり部会 

     ・5 月にウォーキングを開催する。 

 ２．協議事項 

    ◆理事会議案について 

     ・事業報告書・計画書がまだの部会は提出をお願いする。 

     ・公共交通部会名変更について 

        もう少し検討する。 

     ・運営委員、理事選出について 

       ⇒現状通り継続をお願いする。 

     ・準会員制度創設について 

       小学校高学年、中学生、高校生の中に情報コーナーによく来て、いろいろ手伝ってくれたり、

イベントの時に子どものリーダーとなってくれている子が数人いる。また、インターンシップ

に来る大学生の中にも環境に興味をもってくれる優秀な学生が多い。そういった若者を対象に、

イベント時にスタッフとして参加してもらうなどして、関係を継続していくため、会費無料の

準会員を創設したい。 

     （結論） 

       25 歳以下の若者を対象とした「スタッフ会員」を作る。会費は無料とする。 

 

 ＊＊次回運営委員会＊＊    

   3 月 23 日(木)13：30～15：30  サプリ村野 環境保全研修室  

 ＊＊理事会・総会日程＊＊ 

   理事会 5月 11日(月) 10：30～12：00 

   総 会 5月 30日（土） 10：30～12：00 交流会 12：00～14：00 


